
3 国際政治・外交史

著書
[一般]

浅川 公紀 国際政治の構造と展開 武蔵野大学アソシエート
荒井 紀一郎 参加のメカニズム――民主主義に適応する市民の動態 木鐸社
池島 祥文 国際機関の政治経済学 京都大学学術出版会
池田 嘉郎(編) 第一次世界大戦と帝国の遺産 山川出版社
猪口 孝(日本語版監修), 猪口 
孝、ジャンブロンデル(編)

民主主義と政党――ヨーロッパとアジアの４２政党の実証的分析 原書房

稲田 十一
紛争後の復興開発を考える　－　アンゴラと内戦・資源・国家統合・中
国・地雷

創成社

入江 昭 歴史家が見る現代世界 講談社現代新書
岩下 明裕(編) 領土という病――国境ナショナリズムへの処方箋 北海道大学出版会
宇佐美 誠編 グローバルな正義 勁草書房
パトリシア・オーウェンズ(著),中
本 義彦・矢野 久美子(訳)

戦争と政治の間――ハンア・アーレントの国際関係思想 岩波書店

大森 拓磨 米中経済と世界変動 岩波書店
岡田 克也 外交をひらく――核軍縮密約問題の現場で 岩波書店

岡田 泰平
「恩恵の論理」と植民地――アメリカ植民地期フィリピンの教育とその
遺制

法政大学出版局

小野塚 知二 第一次世界大戦開戦原因の再検討 岩波書店
イアン・カーショー(著）,河内 隆
弥(訳）

運命の選択　1940‐41――世界を変えた10の決断 （上）（下） 白水社

片山 博文 北極をめぐる気候変動の政治学――反所有的コモンズ論の試み 文真堂
君島 東彦、名和 又介、横山 治生
（編）

戦争と平和を問いなおす――平和学のフロンティア 法律文化社

チャールズ・P・キンドルバー
ガー、R・Z・アリバー(著）, 高遠 
裕子(訳）

熱狂、恐慌、崩壊――金融危機の歴史 （原著第６版） 日本経済新聞出版社

フレデリック・ケンプ(著）, 宮下 
嶺夫(訳)

ベルリン危機1961ケネディとフルシチョフの冷戦　（上）（下） 白水社

黒田 明伸 貨幣システムの世界史〈非対称性〉をよむ　増補新版 岩波書店
黒柳 米司（編） 「米中対峙」時代のASEAN――共同体への進化と対外関与の拡大 明石書店
小林 良彰、岡田 陽介、鷲田 任
那、金 兌希

代議制民主主義の比較研究――日米韓3ヶ国における民主主義の実証分
析

慶應義塾大学出版会

小松 志朗 人道的介入――秩序と正義、武力と外交 早稲田大学出版会
崔 慶原 冷戦期日韓安全保障関係の形成 慶應義塾大学出版会

柴山 太（編） 日米関係史研究の最前線
関西学院大学総合政策学
部

菅 英輝（編） 冷戦と同盟――冷戦終焉の視点から 松籟社
鈴木 早苗 合意形成モデルとしてのASEAN――国際政治における議長国制度 東京大学出版会
ベン・ステイル(著）, 小坂 恵理
（訳）

ブレトンウッズの闘い――ケインズ、ホワイトと新世界秩序の創造 日本経済新聞出版社

田岡 良一 国際法上の自衛権（新装版） 勁草書房
高橋 良輔、大庭 弘継（編） 国際政治のモラル・アポリア――戦争／平和と揺らぐ倫理 ナカニシヤ出版
滝田 賢治（編） アメリカがつくる国際秩序 ミネルヴァ書房
田多 英範（編） 世界はなぜ社会保障制度を創ったのか――主要9カ国の比較研究 ミネルヴァ書房
田辺 俊介（編） 民主主義の「危機」――国際比較調査からみる市民意識 勁草書房
玉井 雅隆 CSCE少数民族高等弁務官と平和創造 国際書院
土山 實男 安全保障の国際政治学――焦りと傲り　第二版 有斐閣
豊下 楢彦、古関 彰一 集団的自衛権と安全保障 岩波新書
中村 靖彦 TPPと食料安保 ――韓米FTAから考える 岩波書店

新山 智基
顧みられない熱帯病と国際協力――ブルーリ潰瘍支援における小規模
NGOのアプローチ

学文社

スティーブン・バートベック
(著）,水上 徹男、細萱 伸子、本
田 量久（訳）

トランスナショナリズム 日本評論社

林 博史 裁かれた戦争犯罪――イギリスの対日戦犯裁判 岩波書店

マイケル・エリオット・ハワード, 
(訳）馬場 優

第一次世界大戦 法政大学出版局

トマ・ピケティ(著）,山形 浩生、
守岡 桜、森本 正史（訳）

21世紀の資本 みすず書房

キャロル・ペイトマン(著）, 山田 
竜作（訳）

秩序を乱す女たち？――政治理論とフェミニズム 法政大学出版局

広島市立大学国際学部国際政治・
平和フォーラム（編）

世界の眺めかた――理論と地域からみる国際関係 千倉書房

藤本 博
ヴェトナム戦争研究――「アメリカの戦争」の実相と戦争の克服　（南
山大学学術叢書）

法律文化社

ヘンリー・ブレイディ、デヴィッ
ド・コリアー（編), 泉川 泰博、
宮下 明聡（訳）

社会科学の方法論争［原著第2版］――多様な分析道具と共通の基準 勁草書房

T．ポグントケ、P．ウェブ(編)
民主政治はなぜ「大統領制化」するのか――現代民主主義国家の比較研
究

ミネルヴァ書房

牧野 裕 IMFと世界銀行の誕生――英米の通貨協力とブレトンウッズ会議 日本経済評論社
松本 悟 調査と権力――世界銀行と「調査の失敗」 東京大学出版会
エルネスト・マンデル(著）, 湯川 
順夫、山本 ひろし、西島 栄、志
田 昇訳（訳）

第二次世界大戦とは何だったのか 柘植書房新社

エティエンヌ・バリバール、イマ
ニュエル・ウォーラーステイン

人種・国民・階級――「民族」という曖昧なアイデンティティ 唯学書房



増永 真
アメリカの対日通貨政策の形成――1971－2003年の日米通貨交渉を事例
として

春風社

三浦 まり、衛藤 幹子（編） ジェンダー・クオータ――世界の女性議員はなぜ増えたのか 明石書店
三牧 聖子 戦争違法化運動の時代――「危機の20年」 のアメリカ国際関係思想 名古屋大学出版会

宮田 昌明
英米世界秩序と東アジアにおける日本――中国をめぐる協調と相克　一
九〇六～一九三六

錦正社

エマ・モーズリー(著）, 佐藤 眞
理子、加藤 佳代（訳）

国際開発援助の変貌と新興国の台頭――被援助国から援助国への転換 明石書店

森 千香子、エレンルバイ（編） 国境政策のパラドクス 勁草書房
イアン・モリス（著）, 北川 知子
（訳）

人類５万年　文明の興亡――なぜ西洋が世界を支配しているのか　
（上）（下）

筑摩書房

ジョン・ジェラルド・ラギー
（著）, 東澤 靖（訳）

正しいビジネス　世界が取り組む「多国籍企業と人権」の課題 岩波書店

安田 佳代
国際政治のなかの国際保健事業――国際連盟保健機関から世界保健機
関、ユニセフへ

ミネルヴァ書房

矢野 久美子 ハンナ・アーレント――「戦争の世紀」を生きた政治哲学者 中公新書
山室 信一、岡田 暁生、小関 隆、
藤原 辰史（編）

現代の起点　第一次世界大戦　第1巻　世界戦争 岩波書店

山室 信一、岡田 暁生、小関 隆、
藤原 辰史（編）

現代の起点　第一次世界大戦　第2巻　総力戦 岩波書店

山室 信一、岡田 暁生、小関 隆、
藤原 辰史（編）

現代の起点　第一次世界大戦　第3巻　精神の変容 岩波書店

山室 信一、岡田 暁生、小関 隆、
藤原 辰史（編）

現代の起点　第一次世界大戦　第4巻　遺産 岩波書店

山本 啓 パブリック・ガバナンスの政治学 勁草書房

山本 武彦（編）
市民社会の成熟と国際関係　（早稲田大学現代政治経済研究所研究叢
書）

志學社

山本 正・細川 道久（編） コモンウェルスとは何か――ポスト帝国時代のソフトパワー ミネルヴァ書房
吉川 久治 国際通貨・金融危機と発展途上国 新日本出版社
吉田 文彦 データが語るメディアの国際報道　（東海大学文学部叢書） 東海大学出版部

渡辺 節夫(編)
近代国家の形成とエスニシティ―比較史的研究　（青山学院大学総合研
究所叢書）

勁草書房

[日本関係]

旭 英昭 平和構築論を再構築する――日本はイニシアティブを発揮できるか 日本評論社
天川 晃 占領下の日本――国際環境と国内体制 現代史料出版
石井 裕晶 制度変革の政治経済過程――戦前期日本における営業税廃税運動の研究 早稲田大学出版部
五百旗頭 真 日本は衰退するのか 千倉書房
伊勢 弘志 近代日本の陸軍と国民統制――山縣有朋の人脈と宇垣一成 校倉書房
猪口 孝、ジャン・ブロンデル(編) 現代日本の政治と外交3　民主主義下の政党の役割 原書房
猪口 孝(監修) 現代日本の政治と外交4　日本とドイツ　－戦後の政治的変化 原書房
猪口 孝(監修・編),ジョン・G・ア
イケンベリー(編)

現代日本の政治と外交5　日本・アメリカ・中国－錯綜するトライアン
グル

原書房

遠藤 誠治、遠藤 乾(責任編集) シリーズ日本の安全保障　第1巻　安全保障とは何か 岩波書店
北岡 伸一(監修),宮城 大蔵(編) 戦後アジアの形成と日本　歴史のなかの日本政治5 中央公論新社
北岡 伸一(監修),松田 宏一郎・五
百旗頭 薫(編)

自由主義の政治家と政治思想　歴史のなかの日本政治1 中央公論新社

ジョン・C・キャンベル(著）, 真
渕 勝（訳）

ポリティカル・サイエンス・クラシックス　自民党政権の予算編成 勁草書房

ベイツ・ギル（著）,進藤 榮一
（監訳）, 古澤 嘉朗、畠山 京子
（訳）

巨龍・中国の新外交戦略――日本はどう向き合うべきか 柏書房

栗田 匡相、野村 宗訓、鷲尾 友春
（編）

日本の国際開発援助事業 日本評論社

国士舘大学法学部比較法制研究所
（監修）,松元直歳（編・監訳）, 
山本昌弘(要訳)

明治百年史叢書　極東国際軍事裁判審理要録　第2巻　東京裁判英文公
判記録要訳

原書房

後藤 謙次 ドキュメント 平成政治史　1　崩壊する55年体制 岩波書店
後藤 謙次 ドキュメント 平成政治史　2　小泉劇場の時代 岩波書店
後藤 謙次 ドキュメント 平成政治史　3　幻滅の政権交代 岩波書店
近藤 正己、北村 嘉恵（編） 内海忠司日記　1940‐1945――総力戦体制下の台湾と植民地官僚 京都大学学術出版会
佐道 明広 沖縄現代政治史――「自立」をめぐる攻防 吉田書店
樋口 直人 日本型排外主義 名古屋大学出版会
信夫 隆司 日米安保条約と事前協議制度　（日本大学法学部叢書） 弘文堂
添谷 芳秀、田所 昌幸、ディ
ヴィッド・ウェルチ（編）

「普通」の国　日本 千倉書房

進藤 久美子 市川房枝と「大東亜戦争」――フェミニストは戦争をどう生きたか 法政大学出版局
月脚 達彦 福沢諭吉と朝鮮問題――「朝鮮改造論」の展開と蹉跌 東京大学出版会
戸部 良一（編） 近代日本のリーダーシップ――岐路に立つ指導者たち 千倉書房
服部 龍二 大平正芳――理念と外交 岩波現代全書
藤本 一美 日本政治の転換1997-2013 専修大学出版局
柳澤 協二 亡国の安保政策――安倍政権と「積極的平和主義」の罠 岩波書店

渡邉 昭夫、村松 岐夫、大嶽 秀
夫、牧原 出、成田 龍一（著）, 
福永 文夫 、河野 康子(編)

戦後とは何か――政治学と歴史学の対話　上 丸善出版

加藤 陽子、雨宮 昭一、鹿毛利 枝
子、天川 晃、猪木 武徳、五百旗
頭 真(著)、福永 文夫 、河野 康

戦後とは何か――政治学と歴史学の対話　下 丸善出版

アレンド・レイプハルト(著）, 粕
谷 祐子、菊池 啓一（訳）

ポリティカル・サイエンス・クラシックス2　民主主義対民主主義［原
著第2版］――多数決型とコンセンサス型の36カ国比較研究

勁草書房



歴史学研究会、日本史研究会
（編）

「慰安婦」問題を／から考える――軍事性暴力と日常世界 岩波書店

若月 剛史 戦前日本の政党内閣と官僚制 東京大学出版会
和足 憲明 地方財政赤字の実証分析――国際比較における日本の実態 ミネルヴァ書房

新木 秀和
先住民運動と多民族国家――エクアドルの事例研究を中心に　（神奈川
大学人文学研究叢書）

御茶の水書房

青山 治世 近代中国の在外領事とアジア 名古屋大学出版会
青山 弘之（編） 「アラブの心臓」に何が起きているのか――現代中東の実像 岩波書店

網中 昭世
植民地支配と開発――モザンビークと南アフリカ金鉱業　（山川歴史モ
ノグラフ ）

山川出版社

池上 奈美江
イスラーム世界のジェンダー秩序――「アラブの春」以降の女性たちの
闘い

明石書店

石黒 馨、初谷 譲治（編） 創造するコミュニティ――ラテンアメリカの社会関係資本 晃洋書房
猪口 孝 データから読む　アジアの幸福度――生活の質の国際比較 岩波現代全書
岩崎 育夫 アジアの国家史――民族・地理・交流 岩波現代全書
上谷 直克（編） 研究双書　「ポスト新自由主義期」ラテンアメリカにおける政治参加 アジア経済研究所
ヴォー・グエン・ザップ(著）, 古
川 久雄（訳）

愛国とは何か――ヴェトナム戦争回顧録を読む　（学術選書） 京都大学学術出版会

絵所 秀紀、佐藤 隆広（編） 激動のインド　第3巻　経済成長のダイナミズム 日本経済評論社

岡本 隆司（編） 宗主権の世界史――東西アジアの近代と翻訳概念 名古屋大学出版会
太田 淳 近世東南アジア世界の変容――グローバル経済とジャワ島地域社会 名古屋大学出版会
大庭 三枝 重層的地域としてのアジア――対立と共存の構図 有斐閣
大林 稔、西川 潤、阪本 公美子
（編）

新生アフリカの内発的発展――住民自立と支援 昭和堂

笠原 十九司 第一次世界大戦期の中国民族運動――東アジア国際関係に位置づけて 汲古書院
加藤 美保子 アジア太平洋のロシア――冷戦後国際秩序の模索と多国間主義 北海道大学出版会
ブルース・カミングス(著）, 栗原 
泉、山岡 由美（訳）

朝鮮戦争論――忘れられたジェノサイド 明石書店

北岡 伸一（監修）, 川島 真(編) 近代中国をめぐる国際政治――歴史のなかの日本政治　３ 中央公論新社
北川 勝彦、高橋 基樹(編) 現代アフリカ経済論 ミネルヴァ書房
北村 由美 インドネシア　創られゆく華人文化――民主化以降の表象をめぐって 明石書店
金 正恩(著),チェチェ思想国際研
究所(編)

金正恩著作集 白峰社

ローリー・キャロル（著）, 伊高 
浩昭（訳）

ウーゴ・チャベス――ベネズエラ革命の内幕 岩波書店

久保 亨、波多野 澄雄、西村 成雄
（編）

日中戦争の国際共同研究５　戦時期中国の経済発展と社会変容 慶應義塾大学出版会

久保 忠行 難民の人類学――タイビルマ国境のカレンニー難民の移動と定住 清水弘文堂書房
倉沢 愛子 9・30　世界を震撼させた日――インドネシア政変の真相と波紋 岩波現代全書
栗田 禎子 中東革命のゆくえ――現代史のなかの中東・世界・日本 大月書店
黒岩 郁雄（編） 東アジア統合の経済学 日本評論社
呉 茂松 現代中国の維権運動と国家 慶應義塾大学出版会
小杉 泰 9・11以後のイスラーム政治 岩波現代全書
駒野 欽一 変貌するイラン――イスラーム共和国体制の思想と核疑惑問題 明石書店
齊藤 哲郎 チャイナ・イデオロギー（大東文化大学国際比較政治研究所叢書） 彩流社
佐々木 紳 オスマン憲政への道 東京大学出版会
佐原 徹哉 中東民族問題の起源――オスマン帝国とアルメニア人 白水社
鐸木 昌之 北朝鮮　首領制の形成と変容――金日成、金正日から金正恩へ 明石書店
須永 恵美子 現代パキスタンの形成と変容――イスラーム復興とウルドゥー語文化 ナカニシヤ出版
末廣 昭著 新興アジア経済論――キャッチアップを超えて 岩波書店
園田 茂人（編） 日中関係史　1972-2012　IV　民間 東京大学出版会
高橋 和之（編） 日中における西欧立憲主義の継受と変容 岩波書店
高橋 勝幸 アジア冷戦に挑んだ平和運動――タイ共産党の統一戦線活動と大衆参加 早稲田大学出版会
高原 明生、菱田 政春、村田 雄二
郎、毛里 和子（編）

共同討議　日中関係　何が問題か――1972年体制の再検証 岩波書店

高原 明生、前田 宏子 シリーズ　中国近現代史　5　開発主義の時代へ　1972-2014 岩波新書
武内 房司（編） 戦争・災害と近代東アジアの民衆宗教 有志舎
ティムール・ダダバエフ 中央アジアの国際関係 東京大学出版会
趙 景達、原田 敬一、村田 雄二
郎、安田 常雄（編）

講座　東アジアの知識人　第4巻　戦争と向き合って 有志舎

趙 景達、原田 敬一、村田 雄二
郎、安田 常雄（編）

講座　東アジアの知識人　第5巻　さまざまな戦後 有志舎

津守 滋 ミャンマーの黎明――国際関係と内発的変革の現代史 彩流社
トビー・ドッジ（著）, 山岡 由美
（訳）

イラク戦争は民主主義をもたらしたのか みすず書房

ジョージ・トンプソン（著）, ハ
ル吉（訳）, 藤掛 洋子、高橋健二
(監修)

パラグアイ戦争史――トンプソンが見たパラグアイと三国同盟戦争 中南米マガジン

内藤 正典(編) イスラーム世界の挫折と再生――「アラブの春」後を読み解く 明石書店

中島 岳志 アジア主義――その先の近代へ 潮出版社
中島 偉晴 コーカサスと黒海の資源民族紛争 明石書店
中野 勝一 パキスタン政治史――民主国家への苦難の道 明石書店
新村 容子 アヘン戦争の起源――黄爵滋と彼のネットワーク 汲古書院

[アジア・中東・アフリカ・ラテンアメリカ・オセアニア関係]

江藤 名保子
中国ナショナリズムのなかの日本――「愛国主義」の変容と歴史認識問
題 （現代中国地域研究叢書）

勁草書房

中兼 和津次(編)
早稲田大学現代中国研究叢書 3　中国経済はどう変わったか　改革開放
以後の経済制度と政策を評価する

国際書院



西川 博史
戦中戦後の中国とアメリカ・日本――「東アジア統合構想」の歴史的検
証

HINAS

西口 清勝、西澤 信善（編） メコン地域開発とASEAN共同体 晃洋書房
西村 閑也、鈴木 俊夫、赤川 元章 国際銀行とアジア　1870－1913 慶應義塾大学出版会
沼崎 一郎 台湾社会の形成と変容――二元・二層構造から多元・多層構造へ 東北大学学術出版会
荻野 浩基（編） 高齢社会の課題とアジア共同体 芦書房
長谷川 雄一（編） アジア主義思想と現代 慶應義塾大学出版会
馬場 毅、謝 政諭（編） 民主と両岸関係についての東アジアの観点 東方書店
林 載桓 人民解放軍と中国政治――文化大革命から鄧小平へ 名古屋大学出版会
廣田 功、加賀美 充洋（編） 東アジアにおける経済統合と共同体 日本経済評論社
福井 清一（編） 新興アジアの貧困削減と制度――行動経済学的視点を据えて 勁草書房

古川 光明
国際援助システムとアフリカ――ポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を
考える

日本評論社

細田 尚美（編） 湾岸アラブ諸国の移民労働者――「多外国人国家」の出現と生活実態 明石書店

松本 ますみ（編）
中国・朝鮮族と回族の過去と現在――民族としてのアイデンティティの
形成をめぐって

創土社

水島 司（編） 激動のインド　第1巻　変動のゆくえ 日本経済評論社
水島 司、川島 博之（編） 激動のインド　第2巻　環境と開発 日本経済評論社
宮地 隆廣 解釈する民族運動――構成主義によるボリビアとエクアドル 東京大学出版会
柳澤 悠 現代インド経済 名古屋大学出版会

山本 達也
革命と騒乱のエジプト――ソーシャルメディアとピーク・オイルの政治
学

慶應義塾大学出版会

柳澤 悠 現代インド経済――発展の淵源・軌跡・展望 名古屋大学出版会

山田 美和
東アジアにおける移民労働者の法制度――送出国と受入国の共通基盤の
構築に向けて　（研究双書）

アジア経済研究所

山根 健至 フィリピンの国軍と政治――民主化後の文民優位と政治介入 法律文化社
楊 海英 ジェノサイドと文化大革命――内モンゴルの民族問題 勉誠出版
吉岡 明子、山尾 大(編) 「イスラーム国」の脅威とイラク 岩波書店
吉岡 吉典 日韓基本条約が置き去りにしたもの――植民地責任と真の友好 大月書店

古川 光明
国際援助システムとアフリカ――ポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を
考える

日本評論社

和田 春樹、後藤 乾一、木畑 洋
一、山室 信一、趙 景達、中野 
聡、川島 真

東アジア近現代通史――19世紀から現在まで　（上）（下） 岩波全書

渡辺 昭一（編） コロンボ・プラン――戦後アジア国際秩序の形成 法政大学出版局

渡辺 惣樹
朝鮮開国と日清戦争――アメリカはなぜ日本を支持し、朝鮮を見限った
か

草思社

[アメリカ・ヨーロッパ関係]

マーク・R・アムスタッツ（著）,
加藤 万里子（訳）

エヴァンジェリカルズ――アメリカ外交を動かすキリスト教福音主義　
（ヒストリカルスタディーズ）

太田出版

池上 大祐
アメリカの太平洋戦略と国際信託統治――米国務省の戦後構想　1942～
1947

法律文化社

石井 修（監修）
アメリカ合衆国　対日政策文書集成　第XXXⅣ期　―ニクソン大統領文
書15―

柏書房

石黒 一憲 スイス銀行――秘密と国際課税 信山社出版
石崎 昭彦 アメリカ新金融資本主義の成立と危機 岩波書店
板橋 拓己 アデナウアー――現代ドイツを創った政治家 中公新書
リチャード・ウォーリン（著）,福
岡 愛子（訳）

1968　パリに吹いた「東風」――フランス知識人と文化大革命 岩波書店

遠藤 乾（編） ヨーロッパ統合史　増補版 名古屋大学出版会
大芝 亮（編） ヨーロッパがつくる国際秩序 ミネルヴァ書房
尾上 修悟 欧州財政統合論――危機克服への連帯に向けて ミネルヴァ書房
フィデル・カストロ・ルス（著）,
工藤 多香子、田中 高、富田 君子
(訳)

キューバ革命勝利への道――フィデルカストロ自伝 明石書店

金井 雄一 ポンドの譲位――ユーロダラーの発展とシティの復活 名古屋大学出版会
ドリス・カーンズ・グッドウィン
(著),砂村 榮利子、山下淑美(訳)

フランクリン・ローズヴェルト　上　日米開戦への道 中央公論新社

ドリス・カーンズ・グッドウィン
（著), 砂村 榮利子、山下淑美
(訳)

フランクリン・ローズヴェルト　下　激戦の果てに 中央公論新社

ハルトムート・ケルブレ（著),永
岑 三千輝（監訳）

冷戦と福祉国家――ヨーロッパ　1945～89年 日本経済評論社

上坂 昇 アメリカの黒人保守思想 ――反オバマの黒人共和党勢力 明石書店
柑本 英雄 EUのマクロリージョン――欧州空間計画と北海バルト海地域協力 勁草書房
滝田 賢治（編） アメリカがつくる国際秩序 ミネルヴァ書房
昔農 英明 「移民国家ドイツ」の難民保護政策 慶應義塾大学出版会

中島 醸
アメリカ国家像の再構成――ニューディール・リベラル派とロバート・
ワグナーの国家構想

勁草書房

中西 輝政 アメリカ外交の魂――帝国の理念と本能 文春学藝ライブラリー
西田 愼、近藤 正基（編） 現代ドイツ政治――統一後の20年 ミネルヴァ書房
西山 隆行 アメリカ政治――制度・文化・歴史 三修社
ヴァレリー・ノールズ（著）,細川 
道久（訳）

カナダ移民史多民族社会の形成 明石書店

平野 千果子 フランス植民地主義と歴史認識 岩波書店
ウォルター・ラッセル・ミード
(著),寺下 滝郎(訳)

神と黄金――イギリス、アメリカはなぜ近現代世界を支配できたのか　
（上）（下）

青灯社

山岸 敬和 アメリカ医療制度の政治史――20世紀の経験とオバマ 名古屋大学出版会
横手 慎二 スターリン――「非道の独裁者」の実像 中公新書



吉岡 潤
ポーランド史史料叢書　戦うポーランド――第二次世界大戦とポーラン
ド

東方書店

渡辺 容一郎 イギリス政治の変容と現在 晃洋書房
ニコラス・ワプショット(著),久保 
恵美子(訳)

レーガンとサッチャー――新自由主義のリーダーシップ 新潮選書

[資料]

H・P・ウィルモット(著),五百旗頭 
真、等松 春夫(監修),山崎 正浩
(訳)

第一次世界大戦の歴史大図鑑 創元社

小寺 彰、中川 淳司（編） 基本経済条約集 （第２版） 有斐閣
外務省国際協力局（編） 政府開発援助（ODA）　国別データブック2013 昭和情報プロセス
ジョージ・C・コーン（著）,鈴木 
主税、浅岡 政子(訳)

世界戦争事典 （改訂増補第２版) 河出書房新社

国際復興開発銀行(編),田村 勝省
(訳)

世界開発報告 （2014） 一灯社

国際連合統計局(編),高橋 重郷(翻
訳監修)

国際連合世界人口年鑑2012 原書房

国際連合統計局(編),高橋 重郷(翻
訳監修)

貿易統計年鑑2012 vol.61 原書房

佐藤 寛(監修),国際開発学会ほか
(編)

国際協力用語集 （第４版） 国際開発ジャーナル

長南 政義(編)
日露戦争第三軍関係史料集 大庭二郎日記・井上幾太郎日記でみる旅
順・奉天戦

国書刊行会

三宅 泰雄、檜山 義夫、草野 信男
（監修), 第五福竜丸平和協会(編)

新装版　ビキニ水爆被災資料集 東京大学出版会

国連大学　地球環境変化の人間社
会的側面に関する国際研究計画国
連環境計画(編),植田和弘、山口臨
太郎(訳),武内和彦(監修)

国連大学　包括的「富」報告書――自然資本・人工資本・人的資本の国
際比較

明石書店



論文
[一般]

[一般]
国際人道システムの発展と国際連合――国内避難民支援における機関
間調整を事例として

国連研究15

秋山 信将 グローバル・コモンズと核不拡散秩序 国連研究15
足立 研幾 新たな規範の伝播失敗 国際政治176
飯田 敬輔、境家 史郎 外交と世論――国民は両者の関係をどのように捉えているか レヴァィアサン54
五十嵐 元道 トランステｨーシップと人道主義 国際政治175
池島 大策 公共圏におけるグローバル・コモンズの安定的利用と国連の役割 国連研究15

石井 由梨佳
公海と排他的経済水域における「上空飛行の自由」の意義――防空識
別圏を巡る実行を中心に

国際安全保障42(1)

石田 淳 動く標的―慎慮するリアリズムの歴史的文脈 国際政治175
岩崎 正洋 大統領制化と政党政治のガバナンス 年報政治学65(2)

上村 雄彦
グローバル金融が地球共有財となるために ――タックス・ヘイブン、
「ギャンブル経済」に対する処方箋

国連研究15

遠藤 誠治 歴史的文脈の中の国際政治理論 国際政治175
ヴィラユース・カンチュー
チャット

「中所得国の罠」をめぐる議論　現状分析と将来予測 国際問題633

北野 充 パブリック・ディプロマシーの時代 国際問題635
木宮 正史 政権交代と外交 国際政治177
栗崎 周平、黄 太熙 国際危機と政治リスク―観衆費用モデルの構造推定 レヴァィアサン54
小谷 哲男 海洋安全保障の今日的課題――海上における危機管理 国際安全保障42(1)
篠原 初枝 国際法学から国際政治理論へ 国際政治175

齊藤 孝祐
米国の安全保障政策における無人化兵器への取り組み――イノベー
ションの実行に伴う政策調整の諸問題

国際安全保障42(2)

佐藤 丙午 致死性自律兵器システム（LAWS）をめぐる諸問題 国際安全保障42(2)
志村 真弓 「保護する責任」をめぐる行動基準論争 国際政治176
髙山 巖 古典期主権論争史・序説 年報政治学65(1)

高澤 洋志
保護する責任(R2P)論の「第3の潮流」――2009年以降の国連における
言説・実践を中心に

国連研究15

段家 誠 世界銀行をめぐる2つのNGO関係 国連研究15
陶山 宣明 政権交代と移民政策 国際政治177

直井 恵、久米 郁男
人々はなぜ農業保護を支持するのか？――サーベイ実験から見えてく
るもの

レヴァィアサン55

西村 邦行 日本の国際政治学形成における理論の＜輸入＞ 国際政治175
橋本 靖明、奥平 穣治、河野 
桂子、大濵 明弘

主要先進国における在外自国民保護の取り組み 防衛研究所紀要1７(１)

秦野 貴光 平和的改革と国際社会論 国際政治176
長谷川 将規 経済と安全保障の交差点 国際問題634
原 洋之介 「中所得国の罠」をどう捉えるか 国際問題633
毛利 聡子 グローバル気候ガバナンスを解剖する ――気候正義運動からの批判 国連研究15
山下 光 新人道主義とポスト冷戦期の世界政治 国際政治175

山口 航
新冷戦初期における紛争周辺国への援助――戦略援助の「発見」と
「擬装」

国際安全保障42(2)

湯川 拓 国際社会における規範としての勢力均衡とその存立基盤 国際政治176
湯川 拓 民主主義体制と国際関係：動態的な理論枠組みの構築に向けて レヴァィアサン54

Han Dorussen and Emil J. 
Kirchner

Better a good neighbor than a distant friend: the scope and 
impact of regional security organizations

International Relations 
of the Asia-
Pacific14(1)

Maki Ikeda and Atsushi Tago
Winning over foreign domestic support for use of force: power 
of diplomatic and operational multilateralism

International Relations 
of the Asia-
Pacific14(2)

Tongfi Kim Asymmetric strategic problem in nuclear nonproliferation
International Relations 
of the Asia-
Pacific14(2)
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